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栗
栖
川
の
河
川
整
備
計
画
に
伴
う
周

辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

	

治
水
対
策
と
し
て
必
要
な
河

川
整
備
で
あ
り
、
周
辺
環
境
も
良
く

な
る
と
理
解
し
て
い
る
が
新
田
山
や

墓
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
一
部
不
便

に
な
る
点
も
あ
る
。
新
田
山
は
新
宮

地
域
の
方
に
と
っ
て
思
い
出
深
く
、

精
神
的
に
も
大
切
な
場
所
。
今
回
の

工
事
に
伴
い
、
駐
車
場
の
整
備
や
登

り
口
の
整
備
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
発
想

で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
周
辺

環
境
全
体
を
よ
く
し
て
い
く
議
論
に

な
る
よ
う
に
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

	

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
治
水
対
策
と
し
て
の
河
川
整
備

計
画
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
。
さ
ら

に
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
龍
野
北
高

生
の
通
学
時
の
歩
行
空
間
が
確
保
さ

れ
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

墓
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
る
か

と
も
思
う
し
、
で
き
る
こ
と
で
き
な

	

市
長
選
挙
立
候
補
へ
の
意
思
を

問
う
。

	

こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
「
子
育
て
支
援
」、「
人
口
減

少
対
策
」、「
経
済
の
活
性
化
」
を
よ

り
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
使
命
と

考
え
、「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉

の
と
お
り
、
引
き
続
き
「
未
来
応
援　

住
み
た
い
ま
ち　

た
つ
の
」
の
実
現

に
向
か
い
、
市
長
選
へ
の
出
馬
を
決

意
し
た
。

	

新
市
建
設
計
画
で
の
令
和
３

年
度
の
歳
入
・
歳
出
予
定
額
と
令
和

３
年
度
予
算
の
差
額
発
生
の
原
因
・

背
景
を
問
う
。

	

新
市
建
設
計
画
の
財
政
計
画

は
、
平
成
31
年
に
お
い
て
、
合
併
特

例
債
が
活
用
で
き
る
令
和
７
年
度
ま

で
の
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
、
単

年
度
の
比
較
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
よ
う
に
策
定
時
に
は
想
定
さ
れ

な
か
っ
た
要
因
等
に
よ
り
計
画
額
と

の
差
が
生
じ
て
い
る
。

い
こ
と
は
あ
る
が
、
何
が
一
番
よ
い
の

か
を
国
、
県
、
市
、
地
元
の
皆
様
の
意

見
を
参
考
に
、
進
め
て
い
き
た
い
。

自
治
会
の
あ
り
方
と
加
入
促
進
策

	

高
齢
化
や
役
員
の
な
り
手
不

足
、
コ
ロ
ナ
自
粛
に
よ
る
自
治
会
の

行
事
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
自
治
会
の

継
承
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
や
防
災
対
策

に
お
い
て
も
、
自
治
会
の
役
割
は
大

変
大
き
い
。
組
織
の
底
上
げ
と
と
も

に
、
加
入
促
進
や
役
員
の
な
り
手
確

保
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
あ
り
、
他

市
で
は
「
自
治
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

	

新
し
い
自
治
会
長
が
窓
口
に

相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
個
別
に

対
応
し
て
い
る
。
連
合
自
治
会
の
総

会
で
も
市
の
助
成
事
業
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

連
合
自
治
会
と
も
協
議
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
本
市

の
行
財
政
運
営
に
も
影
響
が
あ
る
も

の
と
推
察
す
る
が
、
令
和
３
年
度
目

標
値
の
将
来
負
担
比
率
45
・
０
％
以

下
、
市
税
収
納
率
98
・
７
％
は
達
成

で
き
る
の
か
。

	

将
来
負
担
比
率
は
、
普
通
会

計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
で
、
令
和
３
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で

8.9
％
と
試
算
し
て
い
る
。
市
税
収
納

率
は
、
令
和
２
年
度
決
算
見
込
み
に

よ
る
現
年
分
の
収
納
率
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
る
徴
収
猶
予
措
置
を
含
め
た
も

の
が
99
・
37
％
と
な
る
。

	

下
水
道
事
業
会
計
が
企
業
会

計
と
な
り
、
下
水
道
使
用
料
の
段
階

的
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
が
、
下
水
道
事
業
の
財

政
計
画
の
見
直
し
は
進
ん
で
い
る
の

か
。	

今
後
経
営
環
境
が
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
３
月
に
た
つ
の
市
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
へ
の

対
応
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
施
設

の
統
廃
合
等
を
踏
ま
え
た
最
適
化
整

備
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

る
。
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
、
た
つ
の
市
民
病
院
、
龍
野
中

央
病
院
、
と
く
な
が
病
院
で
対
応
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

	

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
課
題

は
何
か
。

	

12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
接
種

を
ど
う
す
る
か
と
、
集
団
接
種
会

場
の
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従

事
者
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て

	

厚
労
省
は
、
難
聴
に
な
る
と
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
発
表

し
た
。
今
、
中
軽
度
の
難
聴
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

	

身
障
手
帳
所
持
者
の
重
度
難
聴

者
は
、
国
の
支
援
法
に
よ
り
補
装
具

費
を
支
給
し
て
い
る
。
18
歳
ま
で
の

軽
・
中
度
難
聴
者
は
、
県
の
補
助
を

受
け
、
「
た
つ
の
市
軽
中
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業
」
に
基

づ
き
、
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お

け
る
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た
め

に
、
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
範
囲
が
広
く
、
市
単
独
で

の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

●
コ
ロ
ナ
う
つ
、
フ
レ
イ
ル
予
防

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
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